
(57)【要約】

【課題】圧縮室に供給されるオイル量は各構成部品の隙

間から圧縮室へ任意にしみ出す形になっているのでその

量はコントロールされたものではない。そのため過不足

によって、摩耗の進行や性能低下を招く原因となる。

【解決手段】補助端板にローラの旋回運動でローラ端面

により圧縮室と密閉容器内の油溜りが断続的に開閉する

位置に連通穴を設け、この連通穴を通って圧縮室に流れ

込むオイル量と圧縮機の冷媒吸込み量との質量比が０．

３以下となるように連通穴の位置と径を設定する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
密 閉 容 器 内 に 電 動 機 と 、 こ の 電 動 機 に よ っ て 駆 動 さ れ る ク ラ ン ク 軸 と 、 ク ラ ン ク 軸 に て 駆
動 さ れ る ロ ー ラ と 、 こ の ロ ー ラ を 収 納 す る シ リ ン ダ と 、 こ の シ リ ン ダ と ロ ー ラ に 当 接 し シ
リ ン ダ 内 を 吸 入 室 と 圧 縮 室 と に 仕 切 る 仕 切 り 板 と 、 前 記 シ リ ン ダ の 両 端 面 に 当 接 す る と と
も に 前 記 ク ラ ン ク 軸 を 保 持 す る 軸 受 け を 兼 ね る 主 端 板 と 補 助 端 板 と を 有 し 、 前 記 補 助 端 板
に は 前 記 ロ ー ラ の 旋 回 運 動 で ロ ー ラ 端 面 に よ り 前 記 圧 縮 室 と 前 記 密 閉 容 器 内 の 油 溜 り が 断
続 的 に 開 閉 す る 位 置 に 連 通 穴 を 設 け 、 こ の 連 通 穴 を 通 っ て 前 記 圧 縮 室 に 流 れ 込 む オ イ ル 量
と 圧 縮 機 の 冷 媒 吸 込 み 量 と の 質 量 比 が ０ ． ３ 以 下 と な る よ う に 前 記 連 通 穴 の 位 置 と 径 を 設
定 し て な る 回 転 式 電 動 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ２ 】
連 通 穴 の 代 わ り に 補 助 端 板 に 絞 り 抵 抗 を 有 し た 部 品 組 み 合 わ せ て 用 い た 請 求 項 １ に 記 載 の
回 転 式 電 動 圧 縮 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 冷 暖 房 、 あ る い は 冷 蔵 庫 等 の 冷 却 装 置 に 用 い ら れ る 回 転 式 電 動 圧 縮 機 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 冷 暖 房 あ る い は 冷 蔵 庫 等 の 冷 却 装 置 に は ロ ー リ ン グ ピ ス ト ン 型 の ロ ー タ リ 圧
縮 機 が 用 い ら れ て 来 て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の 圧 縮 機 を 図 ４ に 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に 、 密 閉 容 器 １ ０ １ 内 に は 、 圧 縮 機 構 部
１ ０ ２ 、 電 動 機 １ ０ ３ を 構 成 す る ス テ ー タ １ ０ ４ 、 ロ ー タ １ ０ ５ 、 電 動 機 １ ０ ３ の 回 転 を
圧 縮 機 構 部 １ ０ ２ に 伝 達 す る ク ラ ン ク 軸 １ ０ ６ を 有 し て い る 。 ま た 、 密 閉 容 器 １ ０ １ に は
、 低 圧 冷 媒 ガ ス を 吸 入 す る 吸 入 管 １ ０ ７ 、 高 圧 冷 媒 ガ ス を 吐 出 す る 吐 出 管 １ ０ ８ を 備 え て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 電 動 機 １ ０ ３ を 構 成 す る ロ ー タ １ ０ ５ が 回 転 す る と 、 こ の 回 転 は ク
ラ ン ク 軸 １ ０ ６ に よ っ て 圧 縮 機 構 部 １ ０ ２ に 伝 達 さ れ る 。 圧 縮 機 構 部 １ ０ ２ が 回 転 し て 圧
縮 作 用 が 発 生 す る と 、 吸 入 管 １ ０ ７ よ り 吸 い 込 ま れ た 低 圧 の 冷 媒 ガ ス は 、 こ の 圧 縮 機 構 部
１ ０ ２ で 高 圧 の 冷 媒 ガ ス に 昇 圧 さ れ て 、 密 閉 容 器 １ ０ １ 内 に 吐 き 出 さ れ る 。 こ の 後 、 こ の
高 圧 の 冷 媒 ガ ス は 、 電 動 機 １ ０ ３ の 隙 間 を 通 過 し て 、 ス テ ー タ １ ０ ４ と ロ ー タ １ ０ ５ を 冷
却 し た 後 、 吐 出 管 １ ０ ８ よ り 冷 凍 サ イ ク ル （ 図 示 せ ず ） へ 吐 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 圧 縮 機 に お い て は 、 圧 縮 室 に は 各 構 成 部 品 の 組 立 て 隙 間 か ら 若 干 量 の オ イ ル
が 適 宜 漏 れ 込 む 構 成 と な っ て お り 、 こ れ ら の オ イ ル は 通 常 運 転 中 は 圧 縮 機 構 部 １ ０ ２ 内 の
潤 滑 を 良 く し 、 そ の 一 部 は 各 構 成 部 品 の 隙 間 を シ ー ル す る た め に 使 わ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ７ － １ ７ ４ ０ ８ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 に 述 べ た 従 来 の 圧 縮 機 で は 、 圧 縮 室 に 供 給 さ れ る オ イ ル 量 は 各 構 成 部 品 の 隙 間 か ら
圧 縮 室 へ 任 意 に し み 出 す 形 に な っ て い る の で そ の 量 は コ ン ト ロ ー ル さ れ た も の で は な く 、
成 り 行 き で 供 給 さ れ る オ イ ル 量 が 決 定 さ れ て い る の が 現 状 で あ る 。 そ の た め 、 時 に は 供 給
過 多 に な っ て 圧 縮 ガ ス の 過 熱 に よ る 能 力 低 下 や オ イ ル 圧 縮 に よ る 入 力 増 加 を 招 い た り 、 ま
た 時 に は 供 給 過 少 に よ り 各 構 成 部 品 の 接 触 部 分 に 十 分 な 潤 滑 オ イ ル が 行 き 届 か ず 摩 耗 が 進
行 し て し ま っ た り 、 各 隙 間 に お い て オ イ ル に よ る 十 分 な シ ー ル 性 能 が 得 ら れ ず に 漏 れ に よ
る 性 能 低 下 を 招 く 原 因 と な っ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 圧 縮 室 に 最 適 な オ イ ル 量 を 供 給
す る こ と で オ イ ル 量 の 過 不 足 を 無 く し 、 性 能 お よ び 信 頼 性 が 共 に 高 い 高 性 能 な 回 転 式 電 動
圧 縮 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 は 、 補 助 端 板 に ロ ー ラ の 旋 回 運 動 で ロ ー ラ 端 面 に よ り
圧 縮 室 と 密 閉 容 器 内 の 油 溜 り が 断 続 的 に 開 閉 す る 位 置 に 連 通 穴 を 設 け 、 こ の 連 通 穴 を 通 っ
て 圧 縮 室 に 流 れ 込 む オ イ ル 量 と 圧 縮 機 の 冷 媒 吸 込 み 量 と の 質 量 比 が ０ ． ３ 以 下 と な る よ う
に 連 通 穴 の 位 置 と 径 を 設 定 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 上 記 連 通 穴 の 代 わ り に 補 助 端 板 に 絞 り 抵 抗 を 有 し た 部 品 組 み 合 わ せ て 用 い る 構 成 に
し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 補 助 端 板 に ロ ー ラ の 旋 回 運 動 で ロ ー ラ 端 面 に よ り 圧 縮 室 と 密 閉 容 器 内 の 油 溜
り が 断 続 的 に 開 閉 す る 位 置 に 連 通 穴 を 設 け 、 こ の 連 通 穴 を 通 っ て 圧 縮 室 に 流 れ 込 む オ イ ル
量 と 圧 縮 機 の 冷 媒 吸 込 み 量 と の 質 量 比 が ０ ． ３ 以 下 と な る よ う に 連 通 穴 の 位 置 と 径 を 設 定
す る こ と で 、 潤 滑 の 面 で も 性 能 の 面 で も 最 適 な オ イ ル 量 を 圧 縮 室 に 供 給 す る 事 が で き 、 高
性 能 ・ 高 信 頼 性 を 有 し た 回 転 式 電 動 圧 縮 機 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 連 通 穴 の 代 わ り に 、 補 助 端 板 に 絞 り 機 構 を 有 す る 部 品 を 組 み 合 わ せ て 使 っ て も 、
同 様 の 効 果 を 得 る 事 が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ロ ー タ リ 型 の 回 転 式 電 動 圧 縮 機 で は 、 密 閉 容 器 １ の 内 部 に 圧 縮 機 構
２ を 駆 動 す る 電 動 機 ３ の 固 定 子 ４ が 固 定 さ れ 、 こ の 電 動 機 ３ の 回 転 子 ５ に 圧 縮 機 構 ２ を 駆
動 す る ク ラ ン ク 軸 ６ が 結 合 さ れ て お り 、 圧 縮 機 構 ２ の 下 に は オ イ ル 溜 り １ ４ が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 圧 縮 機 構 ２ は 、 ク ラ ン ク 軸 ６ に よ っ て 駆 動 さ れ る ロ ー ラ ７ と 、 円 筒 状 気 筒 で あ る シ リ ン
ダ ８ と ロ ー ラ ７ に 当 接 し て シ リ ン ダ ８ 内 を 吸 入 室 ８ ａ と 圧 縮 室 ８ ｂ に 仕 切 る 仕 切 り 板 ９ お
よ び シ リ ン ダ ８ の 両 端 面 を 保 持 す る 端 板 に て 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 端 板 は ク ラ ン ク 軸 ６
を 保 持 す る 軸 受 け も 兼 ね る 主 端 板 １ ０ と 補 助 端 板 １ １ と に よ り 上 下 か ら 挟 み 込 む よ う に 配
設 さ れ 、 主 端 板 １ ０ の 外 周 で 密 閉 容 器 １ に 溶 接 固 定 さ れ て い る 。 シ リ ン ダ ８ に は 吸 入 孔 １
２ が 具 備 さ れ 、 吸 入 孔 １ ２ に 圧 入 さ れ た 吸 入 接 続 管 １ ３ よ り 吸 入 ガ ス を 吸 入 室 ８ ａ 内 に 導
く 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 補 助 端 板 １ １ に は 圧 縮 室 ８ ｂ と オ イ ル 溜 り １ ４ を 連 通 す る 連 通 穴 １ ５ が 開 い て
お り 、 図 ２ に 示 す よ う に ロ ー ラ ７ の 旋 回 運 動 に よ り ロ ー ラ ７ の 端 面 に よ っ て 断 続 的 に 開 閉
す る 構 成 に な っ て い る 。 ま た 、 同 時 に こ の 連 通 穴 １ ５ を 通 過 す る オ イ ル の 量 は 圧 縮 機 の 冷
媒 吸 込 み 量 と の 質 量 比 が ０ ． ３ 以 下 と な る よ う に 連 通 穴 １ ５ の 位 置 と 穴 径 は 設 定 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 連 通 穴 １ ５ が 開 い て い る と き （ 図 ２ 実 線 の 状 態 ） に は オ イ ル 溜 り １ ４ か ら オ イ ル が 圧 縮
室 ８ ｂ に 流 れ 込 み 、 そ の オ イ ル に よ っ て 圧 縮 機 構 ２ の 各 構 成 部 品 は 良 好 な 潤 滑 状 態 を 保 つ
事 が で き る と 共 に 、 ま た 一 部 は 各 構 成 部 品 の 隙 間 を シ ー ル す る た め の シ ー ル オ イ ル と し て
使 わ れ 、 漏 れ に よ る 性 能 低 下 が 抑 え ら れ る 。 同 時 に 、 供 給 量 の 対 冷 媒 質 量 比 が ０ ． ３ 以 下
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に 規 制 さ れ て い る た め 、 供 給 過 多 に よ っ て オ イ ル の 冷 媒 過 熱 に よ る 性 能 低 下 や オ イ ル 圧 縮
に よ る 入 力 増 加 を 防 ぐ 事 が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 連 通 穴 １ ５ の 代 わ り に 、 補 助 端 板 １ １ に 絞 り 機 構 を 有 す る 部 品
１ ６ を 使 っ て も 、 同 様 の 効 果 を 得 る 事 が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 回 転 式 電 動 圧 縮 機 は 、 潤 滑 の 面 で も 性 能 の 面 で も 最 適 な
オ イ ル 量 を 圧 縮 室 に 供 給 す る 事 が 可 能 と な る の で 、 冷 暖 房 、 あ る い は 冷 蔵 庫 等 の 冷 却 装 置
の 用 途 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 を 示 す 圧 縮 機 の 縦 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 を 示 す 詳 細 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 例 を 示 す 詳 細 図
【 図 ４ 】 従 来 の 圧 縮 機 の 縦 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ７ 　 　 　 ロ ー ラ
　 ８ 　 　 　 シ リ ン ダ
　 ８ ａ 　 　 吸 入 室
　 ８ ｂ 　 　 圧 縮 室
　 ９ 　 　 　 仕 切 り 板
　 １ １ 　 　 補 助 端 板
　 １ ５ 　 　 連 通 穴
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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